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食　　物

女子短大生の心理的特徴におよぼす食生活の影響（第３報）
一食卓を巡る家族関係と欲求不満行動との関連性－

○近藤淑子　　石村哲代　　　（四條畷学園短大）

目的　近年の家庭における食卓の個食化や食事の簡略化傾向は、家族関係の希薄化を招
き、こども達の心身発達や人間関係に望ましくない影響を与える要因の一つとなっている
とする研究成果が一般の注目を集めている。これに対してこうした食環境の中で青年期に
達した学生達の食卓の家族関係の実態や精神面などへ.0影響についての研究は、未だ十分ど＾ヽ J)影響に

前屈 こ引き続になされているとは言い難い。そこで本報では、前報に引き続き女子短大生の欲求不満行
動に食生活のどのような側面がより深く関わっているかを明らかにするための研究の一環
として、食卓を巡る家族関係との関凍性を中心に検討を試みることにした。
方法　調査期間と調査対象は前報’r同じでｙ食卓を巡る家族関係実態調査（ｌｏ問より

”を2 、“どちらでもない”を1 、“いいえ”を0 として得点化）を
の指標策定委員会案による食物摂取状況調査結果より算出した栄養素
よる健康状態、およびＰ－Ｆスタディ（絵画欲求不満テスト）より得
撃行動との関連性について統計的分析を行った。た欲求不満による攻撃行動との関連性について統計的分析を行った。

結果　①食卓を巡る家族関係を示す得点の平均値と標準偏差に基づき14点以上を高得点
群、10点以下を低得点群に分類し、両者間の平均値の差の検定を行った。②栄養素摂取量
では、高得点群の方が低得点群よりも有意にエネルギー、たんぱく質、脂質の摂取量が多
かった。③自己評価による健康状態については、高得点群の方が低得点群よりも有意に良
好であった。④欲求不満行動では、高得点群は低得点群に比べて有意に自責的反応を示す
ことを認めた。1 ）日本家政学会第52回研究発表要旨集,162（2000）

lDa-8 中学生，高校生，大学生の食生活を中心 とする生活習慣と

怒り の表出との関係

○冨永美穂子＊清水益治¨ 森　 敏 昭＊佐藤一精＊（＊広島大，＊＊大阪樟 蔭女大）

〔目的〕近年，若年者 の「キレ る」に代表される ような突然の感情的爆発あるい は攻撃的 ’

行動 が社会問題のーつ となっている．こ れらは怒 りの一形態といえ，このよ うな怒り と食

生活 との関連が一部で指摘されている．これまで 著者らは，食生活 と精神的健康度を測定

する尺度として利用したUPI  （University Personality Inventory）が関連を示すことを明らかに

してきている．そこで，怒りの表出につい ても食生活を中心とする生活習慣と関連がある

のかどうかについて，中学生，高校生，大学生の発達段 階別，性別 に検討するこ ととした.

〔方法〕現在の日常生活状況に 関する項目として，睡眠や健康状態， ストレス等，食生活

に関す る項目として味の好み， よく食べる調理法，食品の摂取頻度等，および怒 りの表出

に関す る項 目,   UPI について，広島大学 の学生お よび広島大学附属中・高等学校 の生徒，

合 計492 名 （有効回答数）にアンケート調査を行った．調査の集 計および解析 には統計用

ソフト ＳＴＡＴＩＳＴＩＣＡを使用し，分散分析等を行った.

〔結果〕怒りの表 出型は発達段 階に従い ，怒り外向型の得点が低くなる一方で， 内向型，

制御型得点が上昇する傾向にあった．男子 が女子 よりも制御型得点 が高かっ た．怒りの表

出と日常生活項目に関しては， ストレ ス状態など のいくつかの項目と怒り外向型，怒り内

向型 と有意な関連が認められた．怒りの表 出と味 の好みについ ては，女子の場合 に発達段

階に関係なく，塩気のあるもの，香辛料の効いた ものの好みと怒り外向型 との間で正の相

関傾向があった．怒りの表出とよく食べる調理法および食品の摂取頻度について は，怒り

外向型 と有意な関連を示す項目が比較的多く認 められた．
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